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24・25年度第１回保団連代議員会

マイナ保険証・診療報酬改定など
各協会から発言多数　　　　　　

　

24
・
25
年
度
第
１
回
保
団

連
代
議
員
会
が
、
６
月
30
日

に
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参

加
、
会
場
参
加
を
合
わ
せ
て

１
１
２
名
の
代
議
員
が
参
加

し
た
。
大
阪
か
ら
は
、
戸

井
、
矢
部
、
平
野
各
理
事
と

事
務
局
が
参
加
し
た
。

　

竹
田
智
雄
新
会
長
と
新
執

行
部
の
下
で
開
か
れ
る
最
初

の
代
議
員
会
と
い
う
こ
と

で
、
会
場
は
少
し
ピ
リ
ッ
と

し
た
緊
張
感
が
あ
っ
た
。
天

谷
副
会
長
の
開
会
挨
拶
で
始

ま
り
、
議
事
１
（
代
議
員
会

議
長
・
副
議
長
の
選
出
）
、

新
会
長
の
挨
拶
、
議
事
２

（
会
務
報
告
）
、

議
事
３

（
２
０
２
３
年
度
決
算
及
び

監
査
報
告
）
の
後
、
討
論
に

移
っ
た
。

　

口
頭
発
言
、
文
書
発
言
あ

わ
せ
て
１
３
７
発
言
に
対
し

て
、
新
執
行
部
の
先
生
方
が

丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
答
弁

し
た
。
１
３
７
発
言
の
内
訳

は
、
健
康
保
険
証
廃
止
の
中

止
を
求
め
る
運
動
の
強
化

や
、
診
療
報
酬
改
善
運
動
の

強
化
、
そ
の
他
医
師
不
足
、

医
薬
品
不
足
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。
大
阪
歯

科
か
ら
は
「
『
保
険
証
残

せ
』
の
現
場
の
声
を
届
け
よ

う
」
や
「
２
０
２
４
診
療
報

酬
改
定
の
再
改
定
を
求
め
る

取
り
組
み
を
」
、
「
核
兵
器
を

な
く
す
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

へ
の
協
力
と
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
の
普

及
を
」
な
ど
５
つ
の
発
言
を

し
た
。
小
澤
理
事
長
も
新
執

行
部
の
副
会
長
と
し
て
11
発

言
に
対
し
て
答
弁
さ
れ
た
。

　

竹
田
会
長
に
よ
る
討
論
の

ま
と
め
の
後
、
議
事
２
・
３

・
４
を
採
択
し
、
小
澤
副
会

長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
が
さ

れ
、
無
事
終
了
し
た
。
な

お
、
議
事
４
「
健
康
保
険
証

の
存
続
を
は
じ
め
医
療
・
社

会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
決

議
」
（
案
）
は
満
場
一
致
の

拍
手
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ

た
。

 

（
代
議
員
・
平
野
権
栄
）

　

６
月
改
定
を
受
け
、
近
畿

厚
生
局
が
７
月
１
日
に
施
設

基
準
の
届
出
状
況
を
公
表
し

た
。
５
月
１
日
と
７
月
１
日

の
届
出
状
況
を
比
較
し
た
。

か
強
診
（
か
か
り
つ
け
歯
科

医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療

所
）
は
口
管
強
（
口
腔
管
理

体
制
強
化
加
算
）
に
変
更
さ

れ
た
が
、
微
増
だ
っ
た
。
ま

た
、
外
来
環
（
歯
科
外
来
診

療
環
境
体
制
加
算
）
は
廃
止

さ
れ
、
外
感
染
（
歯
科
外
来

診
療
感
染
対
策
加
算
）
と
外

安
全
（
歯
科
外
来
診
療
医
療

安
全
対
策
加
算
）
に
分
か

れ
、
衛
生
士
が
い
な
く
て
も

届
出
が
で
き
る
よ
う
緩
和
さ

れ
た
こ
と
で
、
外
感
染
１
は

６
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
の
58
・

４
％
が
届
け
出
た
。
新
設
さ

れ
た
、
歯
技
連
（
歯
科
技
工

士
連
携
加

算
）
は
１

が
23
・
１

％
、
２
は

21
・
０
％

が
届
け
出

た
。
歯
外

在
ベ
（
歯

科
外
来
・

在
宅
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ

評
価
料
）

は
Ⅰ
が
23

・
３
％
だ

っ
た
。

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は

計
画
書
の
提
出
と
報
告
書
の

煩
雑
さ
で
全
国
的
に
届
出
は

低
調
だ
。

（
社
保
研
究
部
・

 

平
尾
清
司
）

　

協
会
は
６
日
、
第
16
回
理

事
会
を
開
き
、
保
険
証
残
せ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義

務
化
・
診
療
報
酬
改
定
で
の

施
設
基
準
の
届
出
状
況
、
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
を
撤

回
す
る
運
動
と
対
応
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
た
。
12
月
か

ら
の
健
康
保
険
証
廃
止
の
問

題
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
12
月

か
ら
今
持
っ
て
い
る
保
険
証

は
窓
口
で
使
え
な
く
な
る
」

と
患
者
が
誤
解
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
保
団
連
が
発
信
し
た
ク

イ
ズ
ハ
ガ
キ
の
自
由
記
載
欄

に
は
受
付
や
衛
生
士
な
ど
か

ら
資
格
確
認
の
方
法
が
９
種

類
に
な
る
こ
と
で
受
付
ス
タ

ッ
フ
が
窓
口
で
の
混
乱
を
不

安
に
感
じ
て
い
る
声
が
多
く

み
ら
れ
た
。
協
会
の
運
動
と

し
て
、
12
月
以
降
も
保
険
証

が
使
用
で
き
る
こ
と
、
ま
た

期
限
が
切
れ
て
も
資
格
確
認

書
と
い
う
健
康
保
険
証
と
同

様
の
書
類
が
発
行
さ
れ
る
こ

と
、
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
保
険

証
の
紐
づ
け
を
解
除
で
き
る

こ
と
を
宣
伝
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
議
論
し
た
。
協
会

は
、
院
所
に
掲
示
で
き
る

「
12
月
か
ら
も
今
の
保
険
証

で
受
診
で
き
ま
す
」
ポ
ス
タ

ー
や
、
受
付
ス
タ
ッ
フ
向
け

の
ガ
イ
ド
を
発
行
し
て
い

く
。
さ
ら
に
、
窓
口
が
患
者

と
ス
タ
ッ
フ
と
の
会
話
の
場

に
な
る
た
め
窓
口
で
使
い
や

す
い
署
名
や
宣
伝
物
が
効
果

的
だ
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

2024年５月１日時点 2024年７月１日時点

届出名称 届出数 届出割合 届出名称 届出数 届出割合

か強診 1244 23.1% 口管強 1260 23.4%

外来環１ 2782 51.7%

外感染１ 3141 58.4%

外感染２ 80 1.5%

外安全１ 2873 53.5%

外来環２ 2 0.0％

外感染３ ２ 0.0%

外感染４ ０ 0.0%

外安全２ ２ 0.0%

※ 経過措置期間中の医療機関を
含む
※ 医科・歯科併設医療機関を　
除く

歯技連１ 1241 23.1%

歯技連２ 1128 21.0%

歯外在ベⅠ 1251 23.3%

歯外在ベⅡ 177 3.3%

春夏秋冬
　

来
年
２
０
２
５
年
は
、
広
島
・
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
か
ら
80
年
を
迎
え
る
。
被
爆

者
の
願
い
で
あ
る
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
を

一
刻
も
早
く
実
現
す
る
た
め
に
も
、
日
本

政
府
へ
核
兵
器
禁
止
条
約
参
加
を
迫
る
声

を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
終

結
が
見
え
ず
、
ロ
シ
ア
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
に

核
兵
器
配
備
方
針
を
打
ち
立
て
る
な
ど
核

兵
器
に
よ
る
威
嚇
が
横
行
し
、
核
戦
争
の

危
険
が
高
ま
り
続
け
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

共
和
党
の
ウ
ォ
ル
バ
ー
グ
議
員
か
ら
は
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
が
侵
攻
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
ガ
ザ
に
関
し
、
戦
争
終
結
の
た
め
に

原
爆
投
下
を
促
す
発
言
も
あ
っ
た
。
原
爆

被
害
の
実
相
を
無
視
し
、
原
爆
を
肯
定
す

る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

　

協
会
は
、
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
が
取

り
組
む
「
核
兵
器
に
お
金
を
貸
す
な
」

（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
す

る
た
め
に
運
動
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
世
界
的
な
中
心
で
あ
る
オ

ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
〝
Ｐ
Ａ
Ｘ
〞
の
報

告
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
か
ら
２
０
２

３
年
８
月
ま
で
の
間
に
、
日
本
で
は
７
つ

の
金
融
機
関
が
核
兵
器
製
造
企
業
に
対
し

て
約
５
・
５
兆
円
を
投
融
資
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
近
畿
反
核
医
師

懇
談
会
は
金
融
機
関
や
省
庁
と
の
懇
談
を

重
ね
、
働
き
か
け
を
続
け
て
い
る
。
Ｄ
Ｂ

Ｏ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
が
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ぜ

ひ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
の
視
聴
も
広

げ
た
い
。

　

長
崎
県
保
険
医
協
会
は
６
月
20
日
、
国

が
定
め
た
地
域
外
で
「
黒
い
雨
」
を
浴
び

た
た
め
に
被
爆
者
と
認
め
ら
れ
て
い
な
い

「
被
爆
体
験
者
」
へ
被
爆
者
健
康
手
帳
の

交
付
を
求
め
る
署
名
活
動
を
始
め
た
。
広

島
で
は
２
０
２
１
年
の
広
島
高
裁
判
決
を

受
け
、
「
黒
い
雨
」
雨
域
の
住
民
５
６
９

６
人
を
被
爆
者
と
認
定
し
た
。
長
崎
で
も

同
様
に
被
爆
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
差
別
を
持
ち
こ
む
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
被
爆
80
年
を
前
に
政
府

は
責
任
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
被
爆
体
験

者
の
早
期
救
済
を
す
べ
き
で
あ
る
。
私
た

ち
は
長
崎
協
会
の
活
動
を
支
援
し
、
す
べ

て
の
被
爆
体
験
者
に
被
爆
者
健
康
手
帳
を

交
付
す
る
よ
う
に
求
め
る
。

　

岸
田
政
権
は
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

を
唱
え
な
が
ら
、
核
兵
器
を
禁
じ
る
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
は
拒
否
し
て
い

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
核
抑
止
力
」
を

強
調
し
、
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
略
に
積
極
的

に
参
入
す
る
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。
被
爆

国
日
本
が
国
際
社
会
に
お
い
て
果
た
す
べ

き
役
割
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
に

よ
る
安
全
保
障
に
依
拠
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
今
こ
そ
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

し
、
憲
法
９
条
を
生
か
す
平
和
外
交
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の
実
現
に
向
け
て

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を

求
め
る

第
16
回
理
事
会
報
告

診
療
報
酬
改
定

12
月
以
降
も
保
険
証
で
受
付
可

廃
止
巡
る
疑
問
解
消
し
て
い
く

施
設
基
準
の
届
出
状
況
を
比
較


